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イ.導体円柱と中心を同じとする半径,で単位長さの円柱の表面S0にガウス

の法則を適用する。電界分布の対称性より円柱の軸に直交する面と電界は

平行であり,また円柱側面と電界は直交し,かっ面上で電界の大きさはー

定であるから, qをS0の内側に含まれる電荷量として

q =2πr五.・.五= q
2πε。rε

すべての電気力線が導体円筒に放射状に向かい,円筒

の内側外側の本数が同じで,かつ導体内には電気力線

は無いように書かれていれぱ可。

hく,くCでは導体中の電界は0であるから

Cくrく2Cにおいて q=Ω一2Q=ー@であるから,

ウ.導体円筒の電位が P。であるから

ン。ーーー』一-dr=P。ー^ 10gr =P。十

二1二 導体円筒を接地すると導体円筒の単位長さ当たりの電荷はー@[C/m]とな

り,コンデンサにはgl[C]の電荷が蓄えられている。接地しても導体円柱と

しな ,青争電容量Cはら力 、

(2 )

ある力

Ξ=0 [V/m]

五一ー^

2πε。r

これよ

ア.アンペーノレの法則より 2πd召=μ。1だから

で,向きはZ軸正の向き 0

イ. F=21X召より,力の大きさは F=21

き
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0

よって求める位置は

導線 1よりも導線2を流れる電流が大きいことを考慮すると,召=0となる

21
のはyく0の領域。求める位置の導線1からの距離をしとすると

導体円筒の電位差△ン=

, 磁束密度の大きさは

μ。1 μ。1
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Sを閉じる前の定常状態では,しの抵抗はゼロとみなせるので,

イ

Sを閉じた後の回路より,

①定常解

②過渡解(右辺=0)

③一般解

次の回路方程式が成り立つ。

di(t)
Ri(t)+ι^= V2

t=0において

よって

ーーt
i2 (t) - Ae一Σ

i(t)= i.(t)+ i2(t)=ー+ Ae-Tt

i.(t)

,
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i(の= 1。なので

a -j3)(1+j3)

題意を満たす条件はi(t)の過渡項=0なので,
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XCを流れる電流をΠA]とすると
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Xιを流れる電流h[A]を計算する

1ι ^
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(D 理想、的な演算増幅器であるから,入力端子間は仮想短絡として考えられる

ア.スィツチ S., S3が開いているときには反転増幅回路となるから

イ.スィツチ S., S3が閉じているときには加算回路として動作し

υOut -

Out

ウ.コンデンサに流れる電流を比すると

"。址(t)=- j。 Tdt =一原j。η,(t) dt^

( 2 )

5V

υ。[V]は,

および2 V以

なる 0

流電源υi[V]の波形の 8 V以上,

下をクリップした右図の波形と
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( 1 )

ともビット反転が起こらない確率なので,

列が 110,101, OH のいずれかになる確率である。各系列は確率P2(1-P)で発

生するため

める ビッ ビッ0 ,

る確率である。このような系列の総数を,ckとすると,0!= 1として,

れ!

,

この確率は

k!(η一 k)!

各系列は確率Pk(1-P)"-kで発生するため,

η!

π=10とk=4を代入して

(2)

ηCk

Pπ,k

イ.ビット0を2回送信したときに,ビット1を k回受信する確率P2,kを計算する。

(Dのウの結果から得られる P2,1= 2P(1-P)と P2,2 =P2を使って分散を求めると,

k2 2P(1- P)+ 4P2 P(1 - P)P2,1 + 4P2,2

,

k!(η一 k)!

PI0,4

Pk(1 - P)"-k

ウ

42

(2)のイから,以下の変動係数を得る

210P4(1 - P)6

ビッ

ビット0を2回送信したときに,ビット1を 1回受信したので,ビット反転確率,

の推定値はつ=V2である。よって,変動係数の推定値は,
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イ 1+(1/8ソ8= 1+1= 2
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( 2 )

P 2Aイノ(ⅣA α3) 1曾/ cm3]
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右に移動司、る
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